
これまでの調査から、柏木城跡は迎構の残りが
よく、残された迫構群の配四や地形との関連など
から、会津侵攻をもくろむ伊達政宗に備えた城郭
構造や、米沢道の城内への取り込みによる「関」的
構想等の具体像を知ることができる追跡であるこ
とがわかってきました。また、曲輪・虎ロ・通路の内
側へ石和を大規模涵入することによって、家臣・旗
下・領民へ武威を示していたことも推測され、中世
会津領主悪名氏の領国防衛の考え方がうかがわれ
る城郭迫跡として匹重です。また、16世紀後半のこ‘
く短期間《文献からは天正13年(1585)から17年
頃(1589)》が整備・機能の盛期および最終段階で
あることから、その頃の歴名氏による築城技術を
知る上で稀有な迫跡であり、東北地方南部・会津地
方の指標城郭としても代表的なものと言えます。
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